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＜6 月の各班の活動記録より＞ ※ コロナ対策をしっかりして引き続き、見守り活動をお願いします。 

 

 

 

精 道 班 
 

◆登校見守り （6 月 1 日） 

心地の良い風が流れながらも日差しが強くなり、暑さが感じられる朝でした。登校班の経

験がない 2 年生以下の子どもたちの徒歩について、注意することが多い中、なかなか身に付

かない現状に少々不安はあります。周りの歩行者を気にしない様子で、好きなように突然走

ったり止まったり、信号のない場所を渡ろうとしたり…。自由過ぎてヒヤヒヤします。反対

に、個人で登校しているからか、ごあいさつをしてくれる声が多く、子どもたちの様子が見て

取れるようで、こちらも声かけが楽しく励みになります。ただ、精道班登校ルートの植え込み

の植物が伸び放題で子どもの姿が死角になります。狭い一方通行などの植え込みは車からも

見えにくいようで、整備していただけると有りがたく思います。 

◆雨の中の登校見守り （6 月 4 日） 

傘をさしながらの登校見守りでした。傘があると、普段より幅をとるので、横に広がらない

ように気をつけてほしいです。全体的には、たくさんあいさつを返してもらって気持ちがい

いです。集団登校をやめて、個人で登校するようになり、保護者の付き添いが多いことはあり

がたいです。保護者や地域の方が見守り、子どもが安全に登校し楽しい学校生活が送れます

よう、心から願います。 

◆朝の登校見守り 精小東門と西門（6月 8日） 

今日は新たに新愛護委員さんが加わり、にぎやかな活動となりました。今の現状で手探り

ながらの新愛護委員の方と顔合わせが出来たことはお互いに良かったと思います。 

これから、新たな目線も加わる事で、気づかなかった事が見えてきたりと、見守りの充実感が

感じられそうです。登校見守りで、子ども達が「自分登校」になり、登下校の通学路を使わな

い道から歩く姿を確認しましたが、班行動でないだけに本当なのか？そうでないのかが検討

つかない状況です。信号では点滅時は止まって待機なのが出来ずに走り通る児童がいたりと

報告が出ました。精道小学校は、国道通りと駅前にあることで人や自転車、車の往来が激しい

所なので、児童の登下校の行動には目を見張るものがあります。これから、見守る目が増える

事なので楽しく見守りたいと思います。 

◆登校見守り 精小東門と西門（6 月 11 日） 

登校班がなくなり一年、色々な時間で思い思いに登校している感じを受けます。通学路の
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芦屋川沿いの交差点は狭い上、信号待ちの高校生がスマホを見ていたりして、小学生は少し

通りづらそうでした。西門の信号は点滅していても、無理に走って、渡る子がいまし。また、

校門入ってからも八十年坂を走る子もいたりして、少し危なっかしい感じを受けました。東

門側では、低学年の子が数人で途中で見つけたのだろう、花や種をいじりながらのんびりの

んびり登校していました。43 号線を渡る歩道橋は階段なので「足元見ようか」、「少しテンポ

をあげて歩こうか」と、促しました。 

◆登校見守り （6 月 15 日） 

今日はマスクを忘れた低学年のお子さんがいて、ちょうどお父さんと登校されたので、お

父さんと別れてからすぐに気づき、何とか行くことができましたが、途中パニックになって

いて、初めての失敗は不安だっただろうなと思いました。「誰でも失敗はするし、トラブルも

つきものですから、そこに安心できる一言がかけられるといいな」と思いました。廃品回収の

トラックがちょうど登校時間と重なり、私たちから見るとひやひやするのですが、子供たち

は堂々というか、何も警戒せずに歩くように見えるので、やはり普段の保護者や学校や他の

大人からの声かけは必要かなと思いました。負担にならない程度に、月に一度でも、一学期に

一度でもお子さんと一緒に途中まででも一緒に歩くと、きっと色んな発見があるのではと思

いました。 

◆精小校区内登校見守り （6 月 18 日） 

コロナ禍のため、集団登下校を経験していない子達が、特に通学マナーがわかっていない

様子です。何とか、子ども達が安全に学校と家を往復できるように、学校や保護者、愛護委員

達で協力し合ってルールやマナーを教えていきたいです。昨年度からお願いしている、特に

危険なところ、（西門前の歩道は、児童と通勤等一般の歩行者、自転車が行き交う場所）は警

察の方など巡回してほしいとの意見がありました。保護者と一緒に、横断歩道で、（只今横断

中）の看板を持って、児童が通るのを見守りしている、という児童がいて感心する、という感

想がありました。 

関係機関に出された要望等では、西門の北側にある芦屋市役所に、健康診断大型バスが入

ってきました。子どもの登校時間と重なったため危なかった。次回から 8 時半以降に入車し

てほしい。交通安全に関すること（自転車通行、歩行者、駐車、工事車両等）では、①東門の

南西側の 43 号線沿い北側の歩道橋出入口で、子どもが後ろを確認せず、飛び出すので、後ろ

からくる自転車とぶつかる恐れがあるため、注意が必要です。②西門のすぐ北側にある横断

歩道で子どもが走って信号を渡ろうとした時に、スピードを出した自転車が横から来て、子

どもとぶつかりそうになりました。③東門の南西側歩道橋階段で、ジャンケンしながら通学、

静止したり歩いたりと、後方から他の児童が来るため危なかったので、注意をしました。④親

が通勤と一緒に自転車の後ろの席に乗せて通学してきましたが、年齢オーバーのため注意し

ました。 

◆土曜日の下校見守り 西門から津知町まで（6月 19 日） 

 子どもが 2 年生なので、基本的に 2 年生の集団で帰りました。何度注意しても広がって歩

く、周りを確認せずに集団で急にダッシュ、歩道から出る、車道を歩く、横断歩道斜め横断し

ている子どもが複数います。交通ルールとマナーを守っている子、常にマイルールで自由に

している子とハッキリと分かれている状態です。その場で説明しようにも 2 年生は登校班で

登校下校したことがなく、日常的に(特に)集団による交通マナーを経験しておらず理解がと
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ぼしいのが現状です。子どもによっては繰り返し何度も、事が起こったときに説明すること

が必要な子どももおります。短期間でも登校班で動けると理解が早まるのではないかと思い

ます。 

◆土曜日の下校見守り 精小西門・東門（6月 19 日） 

梅雨らしい雨がシトシト降り出し、子ども達が下校する時刻になると、少し強めの雨が降

るなかの下校見守りでした。本来ならば、「引き渡し訓練」が含まれた土曜日登校でした。下

校時前から、続々と学校東門の南北の道が、児童の保護者の車で縦列駐車が増え続け、反対側

子ども園側の道も縦列駐車が増えるなか、従来の南北の道を使う車との行き来もあり、また、

門からは子ども達が一気に続々と出てくるのとで、東門は車との子ども達と、お迎えの保護

者でごった返していました。とても危険な状態でした。車の縦列駐車は 43 号線入り口から始

まっていることで、学校には関係ない車の往来が危険でした。この内容は学校側は把握して

いるのでしょうか？していないのでしょうか？ 

 学校から出た下校時などは、関与しないのでしょうか？コロナ禍で密の回避の為の「自分

登校」ですが、ごった返す下校時はどう考えていたのか、疑問に思います。「引き渡し訓練の

登校日」だったという、滅多にない登校日でしたが、学年別などで下校時をずらすことも考え

られたのでは？と思います。保護者向け、児童向けにコロナ禍での登下校を考え直す時では

ないかと思います。学校もコロナ禍で人手がいるのかもしれませんが、今年でコロナも 2 年

目に入っています。コロナを理由には出来ないのではと思うので、改善していけるようにな

ればと願うところです。児童に関しては、高学年 5年生のマナーがわる目立ちしていました。

赤信号を私達愛護委員がいる前で無視して渡るなど、雨の中なのと、全児童がほぼ固まった

下校になったので、陸橋や、道を半分遊びながら歩くので、歩行者の邪魔になっていました。 

◆登校見守り 精小東門・西門（6 月 22 日） 

歩道橋を下りるときに、しっかり安全確認できていない児童がいました。決められた道を

通っていない児童がいました。(近道するため？に建物のすきまの狭いところを歩いていまし

た) 

◆登校見守り 精小東門・西門（6 月 25 日） 

車道を歩いている児童を見かけました。確認不足で、赤信号で渡ろうとしていた児童がい

ました。(赤信号になったら横断旗で渡らないように、さえきるように誘導した方がいいと思

いました)通学路を守らずに色んな横断歩道を渡ってしまっている児童がいました。 

◆登校見守り 精小東門・西門（6 月 29 日）  

 みんな元気に登校です。あいさつもしてくれて、気持ちがいいです。集団登校がなくなっ

て、それぞれの「自分登校」になり、一人一人の意識が高まったり、保護者の見守りが増えた

り、良いこともあると思います。ただ、低学年の危ういところ、みんなが自分の所属をわかっ

ていないなど、問題もあると思います。例えば、月に数日間でも定期的に集団登校する日を決

めてもいいかも、と話題になりました。天災や何かがあった時、集団登校の必要な時に、バタ

バタしてしまうと良くないので、普段からお知り合いになっておいて、非常事態にはすぐ集

まることができるようにするのはどうか、と話していました。また、小学校や愛護部の方と連

携して、より良い環境に進めたらと思います。 

 

 



4 
 

 

 

宮 川 班 
◆1・2年生の下校見守り （6月 4日） 

 今日は、1・2 年生の下校見守りをしました。愛護委員は、いくつかの下校班に分かれて同

伴し、そのまま自然解散としました。雨降りのため、かさをさして、一列に並んでの下校でし

た。1年生もずいぶん慣れてきたようです。分岐点では、お迎えに来ている保護者の方が待機

して下さっており、特に問題なく下校して行きました。2 年生になると、さらに慣れが生じ、

列はすっかり乱れ、仲良し数人で塊になってしまったり、水たまりで遊んで遅れてしまった

り…という状況もあり、適宜声かけをしたり、付き添ったりと、愛護活動を行いました。民間

の放課後デイサービスの車は、今日は 1 台でした。該当する児童は、一斉下校より一足早く

校門から出てきましたので、他の児童の列が校門から出る時には車は一台も停車しておらず、

見通し良好でした。学校が準備してくださる車よけのカラーコーン、お忙しい中、毎日こうし

て立ててくださることに感謝です。 

◆朝の登校見守り （6 月 15 日） 

 本日は、朝の登校見守りをしました。何人か保護者の方が付き添いされていました。 

小学生の子が元気なく、うつむいて登校する子が多く、声をかけても、なかなか返事が出ませ

ん。どうしたのかな、疲れているのかな、と少し心配でした。中学校の生徒さんは、みんな元

気で声をかけると、必ず大きな声で、あいさつをしてくれました。とても気持ちの良い朝の見

送りが出来ました。若宮町では、一軒、解体工事の家がありますが、地元の方が登校時間を過

ぎてから作業してくださるよう、話をされたようです。ゴミの収集場所が、歩道にかかってい

る箇所があり、ゴミをさけて、車道に出て通行しているようですが、ネットにつまづく子がい

たり、少し、気がかりです。 

◆昼のパトロール 宮小羊門→打出浜公園→精中（6月 17 日） 

 梅雨の中休み、今日は朝から良いお天気でした。精中は、テスト期間中とのことで、下校見

守りをしました。羊門で集合の時の情報です。稲荷山線通学路東側を精中生、西側を国際生と

決まっているそうです。打出浜公園の生垣の枝がずいぶん伸びて、以前より中の様子が見え

づらくなりました。天気の悪い時に自転車で乗り回した跡が見られました。ブランコの持ち

手のくさりがまきあげられており。帰りにもう一度のぞこうということにし、精中に向かい

ました。クラスにより、時間のばらつきはありましたが、門前に一列に並ぶ私たちを見て、元

気にあいさつをして下校する生徒、たまに手をふり、声かけをしてくれる生徒もいました。門

前だけでなく、教会かどでも見守りをしたらいいかな、と思いました。教会前の所で生徒達に

チラシ配りをしている様子が見て取れました。教育関係のチラシかな？帰りに公園をのぞき

ましたら、ブランコが直っていました。打出浜公園の西側で、以前駐車場だったところが工事

中でした。 

◆朝の登校見守り （6 月 21 日） 

 本日は、朝の登校見守りをいたしました。旗振りの宮川のお母さん方が何人かでておられ

ました。私もピンクジャンパーでいきました。お互いあいさつを交わしましたが「愛護委員の

人」とアピール出来たらよいのですが。本日は、前回の登校見守り（6/15）よりは、元気そう
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でよかったです。子どもさんの方から「おはようございます」と何人か声をかけてくれて、と

てもうれしかったです。継続していたら、もっと子ども達に安心感を持ってもらえるなら、機

会を作って参加したい、と改めて思いました。 

◆宮小下校見守り （6 月 25 日） 

 宮小羊門にて、１．２先生の下校見守りを行いました。羊門には、教頭先生が毎日コーンを

置いてくださっています。お迎えの車は、少し離れた所に停車、その横を子ども達が通る時

は、やはり「ひやっ！」とします。1年生に続いて 2年生が出てきましたが、歩道いっぱいに

広がっていたので、「前から人が来るよ～！2 列にならんで～！」と先生から注意を受けてい

ました。男の子が 1 人でぽつんといるので、声をかけました。英語の放課後スクールに行く

ので、迎えを待っているとの事です。一緒に待っていると、43 号線の方向から歩いて迎えの

人が来ました。「え！車はどこに停めた？」と心配していると、徒歩だと聞き、安心して見送

りました。 

 

山 手 班 
 

◆山中あいさつ （6月 2日） 

 今日は天気も良くて気持ちの良いあいさつでした。先生から、今日から、半そで、半パンツ

で登校でいいんですよと聞き、大半の生徒が半そで姿と中には、半パンツの生徒の様子を見

ていると、とても軽くて気持ちよさそうでした。遅刻する生徒も少なく良かったです。 

◆山小朝のあいさつ 開森橋（6月 2日） 

今日はとても良いお天気で、小学生、中学生、みんな元気に登校し、特に問題もなく、見守り

を終わりました。しかしながら、大人の方が、信号のない所で、ななめ横断をしたり、（旧双

葉屋からの西向きの車が登校している甲南生に向かい、クラクションを何度も鳴らし、猛ス

ピードで開森交差点を右折して行きました。信号に間に合わせるため、子ども達に危険があ

ってもよいのか、大人のマナーの悪さを考えさせられる朝でした。 

◆雨の日の登校見守り 開森橋（6 月 4日） 

 雨の日は、1列になって、西からの班、南からの班が合流するのが大変なので、本日も整理

のために活動をしました。小学生が 1 列に合流しようとするところに、中学生も 3 列に広が

って登校しているため、大混雑です。この大混雑をしている所に、「間違えて一方通行を逆走

してきた車があり、とても危険でした。車を開森橋方向に出すために、「進入禁止のさく」を

取りのぞいたりで、大人がいたので対応できましたが、とても危ない状況でした。 

◆下校指導 開森橋（6 月 8日）  

 開森橋にて下校指導をしました。一つ気になったのは、ライト坂を自転車で登る男性を見

ました。子ども達が帰っていなかって良かったです。道幅が狭いので、危ないと思いました。

女性が赤信号で渡っていましたので、注意しました。児童たちは、低学年だけでした。今日も

暑く、子ども達も汗を出しながらの下校は「ごくろうさまです」 

◆30 度の真夏日の下校見守り 双葉屋前～グリーンベルト、東芦屋緑地（6 月 8 日） 

気温 30 度。真夏日の下校見守りとなりました。子ども達は白線の内側を歩いて、今日は皆、
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安全に下校できていました。これからさらに暑くなります。すでに帽子をかぶっている子も

数人いましたが、 帽子、日傘、そして水分補給も忘れずに、夏を乗り切って欲しいと思いま

す。 

◆登校見守り 開森橋（6月 15 日） 

今日も少し込み合う時間はありましたが、スムーズに登校出来ていました。しかし、ライト

坂で遅い班を追い越そうと３列になっていました。ライト坂信号の脇道から、お祖父ちゃん

と一緒に登校して来る子がおり、子どもはライト坂を上って行ったのですが、お祖父ちゃん

は道路を渡り通学路ではない反対の道を上って行きました。(何故？)中学生ですが、開森橋

西側の横断歩道で川沿いを行くふりをし、信号無視をして西山幼稚園方面へ歩いて行きまし

た。この時期、緊張がゆるみ危険になってくるので、登校の様子を見ていようと思います。 

◆雨の日の登校見守り 開森橋西（6月 16 日） 

 雨のため、開森橋の西側の信号待ちの列の整理でした。混雑した時間帯は、やはり列の整理

が必要でした。一方通行の車両止めのさくが設置されておらず、危険でした。 

◆朝のあいさつ 開森橋（6月 23 日） 

 よく晴れていて、特に大きな問題もない１日でした。今日は、あいさつを返してくれる子が

多かったです。ライト坂を降りてくる山中生とお父さんの親子連れが車道を歩いているのが

気になりました。 

◆登校見守り 山手町～山小（6月 23 日）  

 朝のあいさつで、ライト坂にそって参加しました。ライト坂途中、ヨドコウ迎賓館前のあた

りで、1年生のランドセル内が手持ちのお茶もれで、教科書、タブレット等ぬれてしまいまし

た。いあわせた保護者の方にお手伝いいただき、学校の方にお引渡しさせていただきました。

ライト坂で小さい学年の方が、側溝に入り、歩いていたので（特にこの梅雨時期なので）側溝

は急に増水するおそれがある旨お伝えし、危ないので歩かないようお伝えしました。 

◆朝のあいさつ 山小東門（6月 23 日） 

よく晴れてさわやかな朝でした。付き添いの保護者は 5～6組でした。門の前の道路を通過

した車両は 10 台程で、いつもより多かったです。児童たちは予鈴の午前 8 時 25 分までには

登校し終えていました。校庭で遊んでいた児童たちはチャイムが鳴らなくても、予鈴時刻に

なると自主的に校舎内に戻って行ったので感心しました。 

◆下校見守り 開森橋（6月 28 日） 

 開森橋から西に向かっての一方通行に、下校時間は車両も通行するため、狭い道に子ども

があふれて、車が来るととても危険でした。保護者も数名お迎えに出られているので、みんな

で手分けして子どもを両端に寄せました。 

◆下校見守りとパトロール 双葉屋前～東芦屋緑地～松ノ内町お地蔵様前（6 月 28 日） 

 はじめに双葉屋前でパトロールしました。低学年の子ども達が車道まで広がって、勢いよ

く走りながら下りてきました。いつもより車の往来が多かったので、ヒヤリとする場面が何

度かありました。その後 1～2年生の子ども達と一緒に松の内町のお地蔵様のところまで一緒

に歩きましたが、阪急高架下前で、やはり（左右を）確認しないで飛び出す子もいて、終始目

が離せませんでした（車の方が止まって下さいました）。子ども達には、道のはしを走らずに

歩く事、道路を横断する時は、必ず左右を確認する事を話しました。 
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岩 園 班 
◆登校見守りとパトロール 各地域見守り→JR 踏切→大原町→岩園公園等（6 月 14 日） 

 休みあけのせいか、登校班に間に合わず、別登校になった子ども達の姿が目立ちました。JR

の踏切にて登校指導をしてくださった委員さんと合流し、大原町方面に向かう途中、水道橋

バス停に近い通学路にあるけやきの木にカラスの巣を発見しました。ひながいるため親鳥が

かなり警戒しており、つつかれては危険なので市に連絡し、学校にもお知らせするようにお

願いしました。岩園公園では、吸いがらが何本もでてきましたが、ポイ捨て禁止の張り紙がベ

ンチ周辺になく、以前のようにベンチにとりつけるなど、できないか検討していただけると

ありがたいです。また、水飲み場の排水溝が、砂で埋められており、雨が降ると公園から歩道

に流れ出る可能性があり、こちらも市に連絡しました。６月の班集会が中止となり、新愛護委

員の方に子ども達の見守り活動を知っていただくためのパトロールを企画しました。 

◆下校見守りとパトロール 正門→岩園公園→仲ノ池→南門（6月 17 日） 

新愛護委員の方に子ども達の見守り活動について説明をしながら、パトロールと下校指導

を企画しました。ここ一年、タバコのポイ捨てが増えているような気がします。この日もバス

停周辺、公園内、仲ノ池周辺でもたくさんの吸いがらを拾い、以前より大人のマナーの悪さが

目立つようになってきました。芦屋市市民マナー条例を知っていただく機会も必要だと感じ

ています。南門から下校する子ども達の下校指導をしました。グリーンベルトはひとりで歩

く幅しかないため、友達と並んで歩くとはみだしてしまいます。この日走行していた車数台

は、子ども達の動きをみながら徐行してくださいましたが、お友達と話をしながら帰る子ど

も達は、反対側のグリーンベルトへ停止することなく移動していたので、必ず一旦停止し、車

の往来を確認するよう呼びかけていきたいです。 

◆公園パトロール 岩園公園→岩ヶ平公園→甲南公園→仲ノ池公園（6月 23 日） 

 今回の公園パトロールは、公園内の「看板」を見てきました。「公園を利用されるみなさま

へ」と大きな看板が２種類ありました。「バーベキュー・花火」などは、禁止マーク。「ボール

遊び」も禁止マークが付いているのに「気をつけて遊びましょう」のコメント付き。「喫煙禁

止」については、シールで貼られていました。あとは、小さな看板で「ゴミを持って帰りまし

ょう」や犬関係などがありました。仲ノ池公園では、「ハトにエサを与えないでください」岩

ヶ平公園では、ボール遊びについては、禁止されていないが、出入り口付近では「やめましょ

う」…。前のパトロールで、ボールが外に出てしまった時につけられた看板です。いろいろな

看板を見て、市のホームページで「公園利用に関するお願い」を見つけました。ボールについ

ては、強いボール遊び（野球・サッカーなど）、公園からボールが出ないように、とありまし

た。タバコについては、令和２年４月１日から、公園内の喫煙（加熱式タバコ含む）が禁止さ

れます。とありました。 
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朝日ケ丘班 
◆登校見守りとパトロール （6 月 2日） 

8 時 5 分から 20 分までに登校する様で、大体 15 分には登校が済んでいる様子でした。15

分からは 2～3班くたびれた様子で坂を登って来ました。その後はロイヤルヒル横の竹林の工

事作業の様子を見に行き、途中の川沿いの木が大きくなって来ていましたので、芦屋市にカ

ット依頼をしました。前に自転車放置や空き缶置き場になっていましたので、何もないうち

にカットしてほしいものです。そこから朝日ヶ丘一番のビル跡地に水がたまっているので見

てきました。地下水なのか、水道水なのか水が湧いていました。 

◆朝のあいさつ運動 （6月 9日） 

朝のあいさつ運動をしました。運動会の練習のため、体操服で登校する子が多かったです。

緊急事態宣言のため、運動会は中止になりましたが、学年ごとに保護者に発表できるよう考

えていると校長先生はおっしゃっていました。朝日ヶ丘北公園へ向かう途中、今は誰も住ん

でいない市営、県営住宅で白い紫陽花（あじさい）がきれいに咲いていました。朝日ヶ丘北公

園はゴミは無くきれいでしたが、草がすごく伸びていました。電柱の側の松の木の根っこが

道路を盛り上げていて、ヒビが入っていたので、LINE で市に報告しました。 

◆緊急事態宣言発令中のため、正門前にて朝のあいさつ運動（6月 15 日） 

 暑さの中に、子どもたちは汗をたくさんかきながらも足取り軽く、元気に登校して行きま

した。「おはようございます」と大きな声で返してくれる子ども達も、多くいました。まだま

だ、歩みがゆっくりな小学校１年生もがんばって坂をのぼり、他の登校班どうしがやや渋滞

しつつも適度な間隔をあけながら登校していました。8 時 10 分頃には、ほぼすべての子ども

達の登校が終了しました。 

◆朝のあいさつ運動 （6月 16 日） 

朝のあいさつ運動をしました。いつも通り子ども達は元気にあいさつをしてくれました。8

時 5分から 20分の間にほぼ登校が終わりました。子ども達が作った紫陽花のちぎり絵が正門

に飾ってあり、カタツムリがちょこんと乗っていました。紫陽花はやっぱり雨が似合うね。こ

の頃、カタツムリ見ないですよね。などと校長先生と話しました。 

◆正門前での朝のあいさつ運動→朝日ケ丘北公園 （6月 21 日） 

 気持ちのよい青空の下、子ども達は足取り軽く元気に登校してきました。あいさつを返し

てくれる子、えしゃくをしてくれる子がいて、気持ちよかったです。あいさつ運動の後、パト

ロール、ゴミ拾いに朝日ケ丘北公園へ行きました。マスクやお菓子の袋、線香花火の袋など

が、少し落ちていましたが、ほとんどゴミは無く、比較的きれいでした。草木や雑草がだいぶ

ん伸びてきていました。公園内に人の姿はありませんでしたが、自転車が 2 台駐輪していま

した。 

◆あいさつとパトロール 正門→北公園→さくら参道→朝日ケ丘町バス停（6月 23 日） 

 今回、他の愛護委員さんと一緒に小学校の朝のあいさつ運動に行ってきました。コロナ禍の

中、正門前に先生が１人立っていてくださり、子どもたちが密にならないように注意してく
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れていました。登校班によっては、とても元気なグループと少し元気のなさそうなグループ

があり、学校までの距離によって違いがでるのかと思いましたが、先生や他の愛護委員さん

に聞くと、一律にはいえないそうです。これからどんどん暑くなるので、子どもの体調管理に

は、十分に配慮が必要だと感じました。その後、少し近くをパトロールしてみました。朝日ケ

丘公園は、雑草がかなり生えていましたが、ゴミもなく、以前は良く見られたハチの姿も見ら

れませんでした。その後、さくら参道、芦屋病院西口バス停、朝日ケ丘町バス停まで行きまし

たが、何の問題もありませんでした。 

 

 

潮 見 班 

 

◆朝の登校園見守り 涼風町→潮中あいさつ→潮幼あいさつ（6月 1 日） 

カラッとした良いお天気でした。中学校あいさつの前に小学校の登校見守りをしながら歩

きました。涼風町方面からきた子ども達が他の班の合間をぬうようにして鬼ごっこをしなが

らバラバラに各々走っている班があり、気になったので少し注意しました。いつもこんな感

じなの？と聞くと違うとの事でホッとしました。小学校付近では別の班の新一年生がお友達

のランドセルを後ろから両手で持ち、押したり引いたりしていて危ないと思いました。思わ

ずまた注意しました。いつもは注意することがほとんどなかったですが、コロナ禍で子ども

達もストレスが溜まっているのかなあと感じました。注意せず見守る方が良かったのかなあ

と思いました。中学校では新一年生も新生活に慣れたのか、制服の初々しさもあまり 2.3 年

生とかわらないくらいになじんでいるように思いました。みなさんあいさつをしてくれて嬉

しかったです。新しく愛護委員さんをしてくださる方々が早速ご参加くださり有難かったで

す。 

◆学童しおかぜ下校見守り 潮小→陽光町→涼風町（6月 15 日） 

 今日から新しい委員の方々が参加してくださり、また仲間が増えて嬉しいです。しおかぜ

学級の陽光町は、いつもがやがやにぎやかです。「ついてこないで」という子がいると思えば

「ついてきて。一緒にエレベーターに乗って」という子も。一人が怖くて、エレベーターは、

なるべく誰かと一緒に乗っている、と話していて、その誰かを信用してよいのか、そのあたり

も気をつけてほしいし、声のかけ方にとまどいました。涼風町方面は、交流センターのあたり

を過ぎると、一気に人の数が減り、しおかぜ学級の児童も 3、4 人で少なかったです。マンシ

ョン方面へ帰る女の子が１人で心配しましたが、おじいちゃんが車で迎えに来てくれました。

人の目が少ないので、しおかぜ学級の下校時間をもっと知ってもらって、街全体で子ども達

を見守ることができないかな、と思いました。 

◆あいさつ運動 潮小→潮中→潮幼（6月 21 日） 

 今日は私にとって久しぶりの愛護活動です。「決してあやしい者ではございません！」との

意味で、ピンクのベスト着用でのあいさつ。中学校のテニスコート横の道は、広がり気味でし

たが、かわいいあいさつは、しっかり返してくれたようです。いろいろなことに興味深々な子
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ども達は、木の実がつぶれていれば、「もう、きたない」とかイモムシがいれば立ち止まり渋

滞となる…子ども達にとって、家から学校まで長い道のりは、自然にふれ、いろいろな事件と

遭遇して、刺激的なのだろうな、ほっこりした気分になりました。中学では、今朝は朝礼があ

るようで、予鈴までには登校完了しているようでした。幼稚園は、あす 6/22 オープンスクー

ルだそうです。2年保育では、子どもひとりひとりにより添ったあたたかな受け入れをしてい

るようなので、園児が増えればいいな、といつも思います。又、ホームページで動画も掲載さ

れる、とのことです。 

◆朝のしおさい子ども園→親水西公園（6月 25 日） 

 南浜町のバス停から、ななめ横断している親子 2 組を見かけ、危ないな、と思いました。

むすび（しおさい子ども園の放課後児童クラブ）は 1 年～3 年までで定員いっぱいのようで

す。帰りは、親が迎えに来たり、時間がバラバラなので、各自で帰っている様子です。夏休み

も、例年通り開室予定とのことです。今日も子ども達の可愛らしい姿と帰りは親水西公園の

カモを見て、いやされパトロールを終えました。 

 

 

打出浜班 
◆下校見守り （6 月 3 日） 

 春日町方面には、１年生 5 人が先生に付き添われて下校していました。南宮町方面では、

班長さんは、下校途中に数人がふざけていると注意し、列の間隔があいた時は待つ、など全体

をみながら、責任を持ってリードしていました。 

◆打小、精中登校見守り、あいさつ活動 （6 月 8日） 

中学校前の道路で、警察の方が 5～6名見守りをしてくださり、進入禁止の車を止めて、指

導してくださっていました。パトカーも見える場所に停めてあり、登校中の小学生も今日は

お行儀よく、きちんとあいさつできていました。 

◆低学年の下校指導 南宮・大東方面 春日・打出方面（6月 17 日） 

 今日は、蒸し暑く息苦しさも少し感じましたが、子ども達は、早く帰りたいのか、横並びに

なり、走って帰って行きます。四つ角での飛び出しは、車が来るので、とても心配です。低学

年の子ども達は、汗だくになりながら、ちょっと追いかけっこをしている感じで帰る子が一

部いるので、注意が必要だと思いました。校門を出た所で、自転車と生徒がぶつかりそうにな

ったことがあるようなので、注意が必要です。校門横にカラスが数羽いたので、子どもへの危

害がないか気がかりです。 

◆打小正門からの下校見守り（6 月 24 日） 

 今日はとても蒸し暑く、子ども達は途中で休んではマスクを下げ、汗をふき、水筒のお茶を

飲んでいました。男子は、2～3 人かたまってどんどん走って帰っていきます。午前中は、運

動会だったので、疲れているけれど、行事の余韻（よいん）にひたっているようでした。春日

町からＵターンすると、2年生のグループに会いました。去年の今頃は、大きなランドセルが

重くて、一歩一歩ゆっくり歩いていたのに、今日は女子も男子も大きな声でしゃべりながら

余裕の 2 年生になっていました。さらに大東町の打出集会所の前の広場に、下校中の 6 年生
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8～9 人が一旦帰宅してボールで遊んでいた男子 2 名と合流して、花壇の所でいかにも楽しそ

うにしていました。少し様子を見ながら、下校途中の 6 年生に「家に帰ってね」としか言え

なかったです。おもしろそうだったので、わたしもそこにもう少しいたらよかったなぁと思

いました。 

◆夜パトロール コーヨー前→臨港線沿い→呉川町→43 号線沿いをを歩いて（6 月 25 日） 

出発前に決め事の確認をしました。雨が降りそうな時、パトロールを決行か中止かの判断

基準、従来は 1 時間前に降ったら中止でしたが、予定時間には雨が上がっていて迷うことも

ありました。それで、結論は、かさをさして狭い歩道を歩く私たちも危ないので、家を出ると

きに降っていたら中止。連絡先がわかっているときはお互いに連絡し合うことになりました。

陸上の話です。こんな状況でオリンピック開催には賛否両論あるものの気になってしまうの

が日本陸上男子 100m 準決勝の結果です。「結果が気になってパトロールに身が入らない」と

いうのでパトロール終了時にみんなで確認しました。みなさん推しの選手がいるようですね。

宮川の堤防が完成していました。この辺りを歩くことも無くなっていたのでいつのまに？で

嵩上げ（かさあげ）工事が完了していました。年々台風とか豪雨だとか想定以上のことが起こ

るので、備えていても安心はできないですね。そういえば芦屋川も土砂や草が取り除かれて

川底の石畳の上を水がスムーズに流れていきますね。日中は蒸し暑い日も増えてきましたが、

夜は涼しくて歩きやすいですね。久しぶりのパトロールでしたが特に何もありませんでした。

何もないことが一番、と愛護委員になった頃よく言われていたことを思い出した夜パトでし

た。 

 

 

 

浜 風 班  
 

◆潮中あいさつ運動 黒はし～潮中～黒はし（6月 1日） 

今日は潮見中学校のあいさつ運動に参加しました。あいさつには校長先生をはじめ、先生

方、生徒会の子ども達、PTA の保護者の方、それに潮見班の方も参加されていました。長いあ

いさつの花道（列になって登校を迎える）にもかかわらず、子ども達は照れくさそうにみんな

にあいさつをしてくれました。チャイムが鳴ると先生の「急げ～！」の声に走って門に入って

「セーフ！」って言っている子ども達が数人。まだまだ中学生、かわいいです。今日も中学生

からたくさんの元気をもらいました。 
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   気がついたことがあったら、ご連絡お願いします。 

 県道の不具合は         西宮土木事務所 0798-39-6124 

                      西宮市櫨塚町 2-28 

 2 号線の不具合は        神戸維持出張所 078-411-5132   

                      神戸市東灘区本山南町 4-1-18 

 43 号線より南の河川の不具合は 尼崎港管理事務所 06-6412-1361 

       （芦屋川、宮川、湾岸）    尼崎市道意町 7丁目 21番地 

 道路・公園に関する件・・・・・・道路・公園課     38-2062 

 街路樹、公益灯に関する件・・・・街路樹課       38-2470 

 芦屋川河川敷の草関係・・下水道課（県に取次ぎ）    38-2064      

芦屋市に関する事項（道路・公園・街路樹など）でしたら、芦屋市のＬＩＮＥによる通報が  

できます。芦屋市が管理する道路と公園の不具合について情報提供できます。 

下記のＱＲコードを読み取ってラインにお友達登録できます。 

 

 

  

 

 

 雑感 

 道を歩いていて、赤信号になったので、止まって待っていたら、横から自転車が赤信号を無視

して全速力で駆け抜けて行きました。車に乗っていても、方向指示器を出さない車が増えたよう

に思います。 

「せまい日本 そんなに急いでどこへ行く」一昔前、この標語が全国で有名になりました。50

年近く前の昭和 48年(1973)年の全国交通安全運動の標語募集で総理大臣賞を受けた秀作です。年

間を通じて全国の交通安全スローガンとして街に張り巡らされ、マスコミにしょっちゅう登場し

たそうです。当時とは、交通ルールもいろいろと変わり、自転車三人乗り（未就学児に限る）、13

歳までの子どもの自転車乗車時のヘルメットの義務化などがあります。また、電動自転車の普及

で、坂道でも楽に上がれる代わりに、坂道の下りは、スピードがでたまま、車道をぬって走ること

を見かけます。 

ちょっと急いだつもりが、取り返しのない事故につながらないように、大人も子どもも交通ルー

ルを守っていってほしいです。 

 

 

 

愛護班通信の投稿は下記のメールアドレスへお願いします 

<E-mail> aigo_c@city.ashiya.lg.jp 
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＜7 月の行事予定＞   

 令
和

３
年

度
　

芦
屋

市
立

青
少

年
愛

護
セ

ン
タ

ー
　

行
事

予
定

★
…

会
長

，
ブ

ロ
ッ

ク
長

出
席

行
事

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
令

 和
 ３

 年
（
2
0
2
1
年

）
 ７

月
※

緊
急

事
態

宣
言

下
の

活
動

は
，

「
登

下
校

見
守

り
の

み
」

日
曜

日
愛

護
セ

ン
タ

ー
・
愛

護
委

員
会

関
連

関
係

団
体

・
備

考
1

木
第

1
回

青
少

年
問

題
協

議
会

（
書

面
）

下
校

見
守

り
班

集
会

2
金

班
集

会
下

校
見

守
り

3
土

4
日

5
月

登
校

見
守

り
班

集
会

挨
拶

運
動

（
公

園
清

掃
あ

り
）

6
火

登
校

見
守

り
班

集
会

挨
拶

活
動

7
水

下
校

見
守

り
挨

拶
活

動
挨

拶
運

動
班

集
会

挨
拶

活
動

8
木

班
集

会

9
金

1
0

土
1
1

日
1
2

月
下

校
見

守
り

班
集

会
下

校
見

守
り

1
3

火
下

校
見

守
り

下
校

見
守

り

1
4

水
下

校
見

守
り

班
集

会

1
5

木
挨

拶
運

動

1
6

金
登

校
見

守
り

1
7

土
夜

ﾊ
ﾟﾄ

1
8

日

1
9

月
・
休

館
日

・
幼

稚
園

終
業

式

・
育

成
愛

護
協

会
理

事
会

・
第

一
回

芦
屋

市
放

課
後

子
ど

も
プ

ラ
ン

運
営

委
員

会

挨
拶

活
動

2
0

火
小

中
終

業
式

下
校

見
守

り
下

校
見

守
り

挨
拶

活
動

下
校

見
守

り
登

校
見

守
り

下
校

見
守

り

2
1

水
所

長
一

日
研

修
会

ク
リ

ー
ン

作
戦

公
園

ﾊ
ﾟﾄ

2
2

木
海

の
日

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

2
3

金
ス

ポ
ー

ツ
の

日
夜

ﾊ
ﾟﾄ

2
4

土
2
5

日

2
6

月
育

成
愛

護
委

員
役

員
会

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

2
7

火
ク

リ
ー

ン
作

戦

2
8

水
・
白

ポ
ス

ト
回

収
・
中

青
健

推
進

会
議

（
山

手
中

学
校

区
）

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

夜
ﾊ

ﾟﾄ

2
9

木
★

第
7
7
回

芦
屋

警
察

署
協

議
会

3
0

金
夜

ﾊ
ﾟﾄ

夜
ﾊ

ﾟﾄ

3
1

土

浜
風

班
精

道
班

宮
川

班
山

手
班

岩
園

班
朝

日
ケ

丘
班

・
登

校
見

守
り

・
公

園
ﾊ

ﾟﾄ

★
阪

神
南

青
少

年
本

部
会

議

第
1
回

セ
ン

タ
ー

運
営

連
絡

会

潮
見

班
打

出
浜

班

・
下

校
見

守
り

・
潮

見
幼

稚
園

訪
問

紹
介

活
動

・
登

校
見

守
り

・
下

校
見

守
り

・
登

校
見

守
り

・
下

校
見

守
り

宮
川

幼
稚

園
訪

問
紹

介
活

動

下
校

見
守

り

・
挨

拶
運

動
・
清

掃
ﾊ

ﾟﾄ

・
下

校
見

守
り

・
夜

ﾊ
ﾟﾄ
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＜８月の行事予定＞                                                                                                                             

 

 
 

令
和

３
年

度
　

芦
屋

市
立

青
少

年
愛

護
セ

ン
タ

ー
　

行
事

予
定

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
★

…
会

長
，

ブ
ロ

ッ
ク

長
出

席
行

事

日
曜

日
愛

護
セ

ン
タ

ー
・
愛

護
委

員
会

関
連

関
係

団
体

・備
考

1
日

2
月

通
学

路
緊

急
点

検
班

集
会

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

3
火

班
集

会

4
水

班
集

会

5
木

第
16

回
教

育
ト

ー
ク

(中
止

）
清

掃
ﾊ

ﾟﾄ
班

集
会

6
金

班
集

会
午

前
ﾊ

ﾟﾄ

7
土

8
日

山
の

日
9

月
振

替
休

日
×

10
火

班
集

会

11
水

班
集

会

12
木

班
集

会

13
金

14
土

15
日

16
月

17
火

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

18
水

第
1回

芦
屋

市
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
（中

止
）

役
員

会
打

合
せ

下
校

見
守

り

19
木

体
育

館
休

館
日

見
守

り
活

動

20
金

緊
急

事
態

宣
言

発
令

昼
ﾊ

ﾟﾄ
※

ｲ
ﾝ

ﾀｰ
ﾝ

ｼ
ｯ

ﾌ
ﾟ受

入
れ

下
校

見
守

り

21
土

22
日

23
月

育
成

愛
護

委
員

役
員

会
（
中

止
）

昼
ﾊ

ﾟﾄ
（

中
止

）

24
火

★
県

補
連

　
第

2回
運

営
委

員
会

（中
止

）
夕

方
ﾊ

ﾟﾄ
（

中
止

）

25
水

白
ポ

ス
ト

回
収

ク
リ

ー
ン

作
戦

（
中

止
）

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

（
中

止
）

26
木

27
金

小
中

始
業

式
登

校
見

守
り

挨
拶

活
動

下
校

見
守

り
登

校
見

守
り

挨
拶

活
動

挨
拶

活
動

28
土

29
日

30
月

登
校

見
守

り
挨

拶
活

動
校

外
児

童
会

（
下

校
見

守
り

）

31
火

登
校

見
守

り
下

校
見

守
り

令
 和

 ３
 年

（
2
0
2
1
年

）
 ８

月

※
ま

ん
延

防
止

措
置

期
間

（
8
/
2

～
8

/
1

9
）

は
夜

パ
ト

ロ
ー

ル
中

止

※
緊

急
事

態
宣

言
発

令
中

（
8
/
2

0
～

9
/
1
2

）
は

登
下

校
見

守
り

の
み

実
施

登
校

見
守

り

下
校

見
守

り

潮
見

班
打

出
浜

班
浜

風
班

精
道

班
宮

川
班

山
手

班
岩

園
班

朝
日

ケ
丘

班
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＜９月の行事予定＞  

 令
和

３
年

度
　

芦
屋

市
立

青
少

年
愛

護
セ

ン
タ

ー
　

行
事

予
定

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
日

曜
日

愛
護

セ
ン

タ
ー

・愛
護

委
員

会
関

連
関

係
団

体
・備

考
1

水
幼

稚
園

始
業

式
緊

急
事

態
宣

言
発

令
登

校
見

守
り

挨
拶

活
動

班
集

会
（
中

止
）

下
校

ﾊ
ﾟﾄ

（
中

止
）

2
木

夜
ﾊ

ﾟﾄ
（

仮
）

（
中

止
）

班
集

会
（中

止
）

3
金

第
3回

所
長

会
（1

0/
11

に
延

期
）

班
集

会
（
中

止
）

下
校

見
守

り
下

校
見

守
り

4
土

5
日

6
月

夕
方

ﾊ
ﾟﾄ

（
中

止
）班

集
会

（
中

止
）

7
火

班
集

会
（
中

止
）

挨
拶

活
動

8
水

班
集

会
（
中

止
）

9
木

班
集

会
（中

止
）

10
金

11
土

夜
ﾊ

ﾟﾄ
（

仮
）

（
中

止
）

12
日

13
月

役
員

会
打

合
せ

協
会

理
事

会
打

合
せ

班
集

会
（中

止
）

14
火

15
水

16
木

育
成

愛
護

協
会

理
事

会

17
金

18
土

19
日

20
月

休
館

日
／

敬
老

の
日

×
21

火
22

水
23

木
秋

分
の

日
24

金
25

土
26

日
27

月
育

成
愛

護
委

員
役

員
会

28
火

29
水

白
ポ

ス
ト

回
収

30
木

令
 和

 ３
 年

（2
02

1年
） 

９
月

※
緊

急
事

態
宣

言
発

令
中

（
8
/
2
0
～

9
/
1
2

）
は

登
下

校
見

守
り

の
み

実
施

潮
見

班
打

出
浜

班
浜

風
班

精
道

班
宮

川
班

山
手

班
岩

園
班

朝
日

ケ
丘

班


